
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
に
お
け
る
船
舶
解
体

二
〇
年
以
上
、
商
業
的
な
船
舶
解
体
が
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュで
行
わ
れ
て
き
た
。
年
間
平
均
一
八
〇
〜
二
五
〇

隻
の
船
が
三
五
か
所
の
解
体
場
で
、五
〇
、〇
〇
〇
人
の
直
接
雇
用
、八
〇
、〇
〇
〇
人
の
間
接
雇
用
を
も
た
ら

し
な
が
ら
解
体
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
解
体
場
に
お
け
る
作
業
は
労
働
集
約
的
で
あ
り
、
雇
用
保
障
も
社
会

保
障
も
な
く
、労
働
力
の
九
八
％
を
占
め
る
組
織
化
さ
れ
て
い
な
い
無
学
の
地
方
か
ら
の
出
稼
ぎ
者
は
、ア
ス
ベス

ト
の
危
険
性
に
つい
て
の
知
識
も
な
い
。職
場
で
の
無
数
の
有
毒
物
質
への
曝
露
や
、事
故
、怪
我
、及
び
死
亡
は
日

常
的
に
起
き
て
い
る
。

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュに
お
け
る
船
舶
解
体
産
業
の
成
長
に
は
多
く
の
自
然
的
及
び
政
治
的
な
理
由
が
あ
る
。
海

岸
線
は
大
型
船
の
浜
への
乗
り
上
げ
に
適
し
て
お
り
、
解
体
場
が
地
理
的
に
隔
離
さ
れ
て
い
る
の
で
、
労
働
状
態

の
社
会
的
な
監
視
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
安
い
労
働
力
、
安
価
な
機
材
、
そ
し
て
安
全
衛
生
に
関
す
る
法

規
制
の
欠
如
が
解
体
業
の
コ
ス
ト
を
下
げ
て
い
る
。
廃
船
か
ら
回
収
し
た
材
料
の
販
売
価
格
が
高
い
。

・ 

圧
延
工
場
が
く
ず
鉄
を
再
生
す
る
。

・ 

店
が
船
の
古
い
家
具
類
を
売
る
。

・ 

再
生
さ
れ
た
ア
ス
ベス
ト・シ
ー
ト
が
再
利
用
さ
れ
る
。

・ 

中
古
の
電
機
機
器
及
び
材
料
は
、衛
生
設
備
、厨
房
機
器
、及
び
調
理
用
器
具
と
し
て
販
売
さ
れ
る
。

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュで
は
ア
ス
ベ
ス
ト
廃
棄
物
の
撤
去
と
処
分
は
規
制
さ
れ
て
お
ら
ず
、
船
か
ら
の
ア
ス
ベ
ス
ト
は

手
動
で
粉
砕
さ
れ
て
再
利
用
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
の
脅
威
に
対
す
る
全
国
的
な
取
り
組

み
は
「
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
労
働
安
全
衛
生
環
境
基
金（
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｅ
）」
に
よ
って
推
進
さ
れ
て
お
り＊

、
世
界
及
び
同

＊ ［原注67］ Founded in 2003, the OSHE is a specialized labor foundation for collaborative 
work on development issues relating to the human rights of workers, decent work and 
sustainable development.
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国
の
ア
ス
ベス
ト
及
び
ア
ス
ベス
ト
を
含
む
船
の
輸
入
の
禁
止
、ア
ス
ベス
ト
含
有
製
品
の
再
使
用
の
禁
止
、政
府
の

規
制
、定
期
的
な
職
場
の
検
査
、ア
ス
ベス
ト
被
害
者
の
支
援
と
補
償
を
求
め
る
キ
ャ
ンペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
る
。

Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｅ
と「
ア
ジ
ア・モ
ニ
タ
ー・リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー（
Ａ
Ｍ
Ｒ
Ｃ
）」は
、二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
五
・一
六
日
に
チ
ッ

タ
ゴ
ン
の
ア
ル
ゴ
バッ
ド
で「
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
ス
ベス
ト
禁
止
」
会
議
を
開
催
し
た
。
こ
の
小
さ
な
非
公
式
な

会
議
に
、労
働
衛
生
専
門
家
、地
域
活
動
家
、労
働
組
合
、及
び
科
学
者
ら
が
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
、イ
ン
ド
、パ
キ
ス

タ
ン
、日
本
か
ら
参
集
し
、イ
ン
ド
に
お
け
る
発
電
所
で
の
ア
ス
ベス
ト
曝
露
、船
舶
解
体
産
業
に
お
け
る
ア
ス
ベス

ト
の
危
険
性
、ア
ジ
ア
の
ア
ス
ベス
ト
政
策
、そ
し
て
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
ス
ベス
ト
被
害
者
団
体
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
展

開
な
ど
に
つい
て
、他
の
議
題
と
共
に
検
討
し
た
。
イ
ン
ド
代
表
団
の
ゴ
パ
ー
ル・
ク
リ
シ
ュ
ナ
は
、バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ

で
の
会
議
は
有
益
で
生
産
的
で
あ
り
、
ま
た
船
舶
解
体
場
も
訪
問
し
、
人
々
が
健
康
と
安
全
の
防
護
措
置
な
し

に
ア
ス
ベス
ト
が
いっ
ぱ
い
の
大
気
の
中
で
働
い
て
い
る
姿
を
観
察
し
た
と
報
告
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
労
働
組
合
連
合
と
連
携
し
て
、Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｅ
は
、
船
舶
解
体
労
働
者
に
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
を
知
ら

せ
る
、
地
域
の
労
働
組
合
が
政
府
及
び
会
社
側
と
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つい
て
の
社
会
的
な
討
議
に
積
極
的
に
参
加
で

き
る
よ
う
支
援
し
、労
働
安
全
衛
生
を
守
る
た
め
の
手
順
や
規
制
を
策
定
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジェク
ト
を
立
ち
上

げ
た
。
公
衆
の
認
知
を
高
め
る
た
め
に
、二
〇
〇
七
年
四
月
、Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｅ
は
国
際
労
働
者
記
念
日（
Ｉ
Ｗ
Ｍ
Ｄ
）を

祝
し
て
次
の
よ
う
な
イ
ベン
ト
を
首
都
で
開
催
し
た
。

「
ア
ラ
ン
の
労
働
者
は
、政
府
に
は
基
準
を
確
立
し
施
行
す
る
能
力
が
な
い
の
で
、日
々
、搾
取
と

生
命
を
脅
か
す
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。」

�
�
�
労
働
組
合
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



・ 

四
月
二
七
日
：
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
な（
人
間
ら
し
い
）
仕
事
を
現
実
の
も
の
と
す
る
」
を
開
催
。

そ
の
後
、ア
ス
ベス
ト
禁
止
全
国
ア
ピ
ー
ル
を
記
者
会
見
で
発
表
。

・ 
四
月
二
八
日
：
チ
ッ
タ
ゴ
ン
の
シ
タ
ク
ン
ダ
に
あ
る
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｅ
セ
ン
タ
ー
で
「
ア
ス
ベ
ス
ト
禁
止
」
に
関
す
る
大
衆

討
論＊

。

＊ ［原注68］ （2007年）4月28日に計画されていたバングラディシュ最高裁判所前でのアスベスト禁止
デモは、当局の認可が得られず中止となった。

写真： 2006年12月15-16日、バングラディシュ・チッタゴンで開催された「アスベスト禁止と今後の戦略の
ための南アジア会議」

 http://www.ne.jp/asahi/kagaku/pico/basel/shiryou/bangladesh.pdf
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